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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 8,998 7.8 1,471 276.2 1,100 436.6
26年3月期第1四半期 8,347 △7.1 391 △49.7 205 △27.8

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 3,129百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 △203百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 8.17 ―
26年3月期第1四半期 1.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 1,842,247 106,976 5.7
26年3月期 1,870,815 103,639 5.4
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 104,729百万円 26年3月期 101,342百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.25 ― 3.25 6.50
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 3.25 ― 3.25 6.50

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,600 △2.3 2,100 11.3 2,200 97.3 16.33
通期 32,800 △0.0 4,300 △2.5 3,500 34.9 25.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P．３「２．サマリー情報（注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 134,830,342 株 26年3月期 134,830,342 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 130,794 株 26年3月期 128,050 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 134,700,967 株 26年3月期1Q 134,715,711 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成 26 年４～６月）におけるわが国の経済を振り返りますと、平成 26 年

４月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減が顕在化したことにより、耐久消費財を中心とした

個人消費が減少したほか、企業の生産も弱含んで推移するなど、回復傾向にあった景気は減速しました。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においても、駆け込み需要の反動による需要の減少か

ら、個人消費が落ち込んだほか、主要産業である自動車関連を中心に企業の生産が伸び悩んだ結果、景気

は改善の動きが鈍化しました。 

このような環境のもと、当行は平成 24 年４月よりスタートした中期経営計画「信頼と共感 第Ⅱ章」を

遂行し、① 地元三重・愛知における業容の拡大、② 収益力向上を通じた財務体質の強化、③ 株主還元

の向上の３点の課題に対処いたしました。 

当第１四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、有価証券の売却益が増加した

ことなどから、前年同四半期比６億 51 百万円増加し 89 億 98 百万円となりました。一方、経常費用は、

営業経費や貸倒引当金繰入額が減少したことなどから、前年同四半期比４億 28 百万円減少し 75 億 27 百

万円となりました。この結果、経常利益は、前年同四半期比 10億 80 百万円増加し 14 億 71 百万円、四半

期純利益は、同８億 95 百万円増加し 11 億円となりました。 
 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

貸出金は地元事業性貸出金並びに住宅ローンの増強に努めたものの、季節的な要因もあり前年度末比

87 億円減少し１兆 2,732 億円となりました。なお、前年同四半期末と比較しますと 662 億円増加してお

ります。 

預金は引き続き取引間口の拡大に努めたことにより個人預金は増加したものの、法人等からの預金が減

少したことにより、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前年度末比 146 億円減少し１兆 6,387 億円となり

ました。なお、前年同四半期末と比較しますと 472 億円増加しております。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前年度末比224億円増加し4,384億

円となりました。 

また、資産は有価証券が増加したものの、現金預け金が減少したことなどから前年度末比 285 億円減少

し１兆 8,422 億円、負債は預金が減少したことなどから同 319 億円減少し１兆 7,352 億円となりました。

純資産はその他有価証券評価差額金が増加したことなどから前年度末比 33 億円増加し 1,069 億円となり

ました。 
 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成27年３月期第２四半期の連結中間純利益および平成27年３月期通期の連結当期純利益につきまし

て、平成26年５月13日に公表した予想数値を変更しております。 

当行が、連結子会社である三重銀総合リース株式会社、株式会社三重銀カードおよび三重銀コンピュー

タサービス株式会社の株式を直接買い取り、連結子会社への持分比率が上昇したことで負ののれん発生益

が約８億円発生するため、平成27年３月期第２四半期の連結中間純利益を22億円、平成27年３月期通期の

連結当期純利益を35億円としております。 

連結経常収益、連結経常利益につきましては、平成27年３月期第２四半期および平成27年３月期通期い

ずれも平成26年５月13日に公表した予想数値に変更はありません。 

（本日公表の「特別利益（負ののれん発生益）の計上および連結業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧下さい。） 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、三重銀モーゲージサービス株式会社および三重銀オフィスサポート株式会社は、当第１四半期

連結会計期間において清算結了したため、連結の範囲から除外しております。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計基

準」という。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年

５月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文および退職給付適用

指針第 67 項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および

勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更

するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に対応する債券利回りを使用する方法から支払見込

期間および支払見込期間ごとの給付金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更してお

ります。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、

当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額

を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が 1,039 百万円、退職給付に係る負

債が 40 百万円および利益剰余金が 648 百万円それぞれ増加しております。また、当第１四半期連結累計

期間の経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ８百万円増加しております。 



３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

現金預け金 105,104 76,193 

コールローン及び買入手形 23,373 11,135 

買入金銭債権 2,231 74 

商品有価証券 10 11 

有価証券 415,983 438,403 

貸出金 1,281,950 1,273,215 

外国為替 2,285 2,416 

リース債権及びリース投資資産 7,435 7,181 

その他資産 13,396 13,626 

有形固定資産 11,404 11,432 

無形固定資産 2,459 2,306 

退職給付に係る資産 2,675 3,845 

繰延税金資産 339 437 

支払承諾見返 9,433 9,331 

貸倒引当金 △7,269 △7,366 

資産の部合計 1,870,815 1,842,247 

負債の部    

預金 1,570,598 1,542,750 

譲渡性預金 82,800 96,000 

借用金 69,447 65,002 

外国為替 4 25 

その他負債 30,185 16,180 

賞与引当金 578 － 

退職給付に係る負債 144 185 

執行役員退職慰労引当金 42 42 

睡眠預金払戻損失引当金 149 153 

繰延税金負債 3,793 5,600 

支払承諾 9,433 9,331 

負債の部合計 1,767,176 1,735,270 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,144 11,144 

利益剰余金 63,918 65,229 

自己株式 △44 △45 

株主資本合計 90,313 91,624 

その他有価証券評価差額金 12,634 14,676 

繰延ヘッジ損益 △1,824 △1,779 

退職給付に係る調整累計額 218 209 

その他の包括利益累計額合計 11,029 13,105 

少数株主持分 2,296 2,246 

純資産の部合計 103,639 106,976 

負債及び純資産の部合計 1,870,815 1,842,247 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

経常収益 8,347 8,998 

資金運用収益 5,235 5,050 

（うち貸出金利息） 4,097 3,939 

（うち有価証券利息配当金） 1,111 1,078 

役務取引等収益 1,337 1,319 

その他業務収益 213 751 

その他経常収益 1,560 1,877 

経常費用 7,955 7,527 

資金調達費用 681 626 

（うち預金利息） 335 305 

役務取引等費用 347 406 

その他業務費用 35 62 

営業経費 5,296 5,110 

その他経常費用 1,594 1,320 

経常利益 391 1,471 

特別利益 － － 

特別損失 6 7 

固定資産処分損 6 7 

税金等調整前四半期純利益 385 1,464 

法人税、住民税及び事業税 127 158 

法人税等調整額 △13 256 

法人税等合計 113 414 

少数株主損益調整前四半期純利益 271 1,049 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 66 △51 

四半期純利益 205 1,100 
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 271 1,049 

その他の包括利益 △475 2,080 

その他有価証券評価差額金 △955 2,045 

繰延ヘッジ損益 480 44 

退職給付に係る調整額 － △9 

四半期包括利益 △203 3,129 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △276 3,177 

少数株主に係る四半期包括利益 73 △47 

 

 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 該当事項はありません。

 

 

(5) 重要な後発事象

当行持分比率の引上げ

 平成26年７月31日、当行は連結子会社である三重銀総合リース株式会社、株式会社三重銀カードおよび三重銀コ

ンピュータサービス株式会社の株式を直接買い取りました。

 この結果間接的に生じる当行持分比率の引上げにより、負ののれん発生益約８億円を特別利益として当中間連結

会計期間に計上する見込みであります。
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㈱三重銀行（8374）平成27年３月期 第１四半期決算短信

４．四半期決算補足説明資料

（1）平成27年３月期第１四半期の業績【単体】

(単位：百万円)

平成27年３月期 平成26年３月期

第１四半期 第１四半期

（３ヶ月間） （３ヶ月間）

　 6,077 　 487 5,590

( 　 5,545 ) ( △ 15 ) ( 　 5,560 )

　 4,629 　 60 　 4,569

　 760 △ 82 　 842

　 688 　 511 　 177

　 532 　 503 　 29

　 4,812 △ 204 　 5,016

　 2,524 △ 6 　 2,530

　 2,010 △ 200 　 2,210

　 278 　 3 　 275

(注)２ 　 1,265 　 691 　 574

(注)３ 　 733 　 189 　 544

△ 109 △ 633 　 524

　 1,374 　 1,325 　 49

( 　 842 ) ( 　 823 ) ( 　 19 )

　 436 　 269 　 167

　 272 　 250 　 22

　 260 　 40 　 220

　 258 　 38 　 220

　 2 　 2 　 ―

　 0 △ 0 　 0

( 　 151 ) ( △ 594 ) ( 　 745 )

　 425 　 59 　 366

　 1,810 　 1,593 　 217

△ 6 △ 0 △ 6

△ 6 △ 0 △ 6

　 1,804 　 1,593 　 211

　 102 　 18 　 84

　 356 　 421 △ 65

　 458 　 439 　 19

　 1,345 　 1,153 　 192

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

　　　３．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

業 務 粗 利 益

前年同期比

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

債 券 関 係 損 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

償 却 債 権 取 立 益 ③

業 務 純 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

臨 時 損 益

株 式 等 関 係 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

債 権 売 却 損 等

( 信 用 コ ス ト ① ＋ ② － ③ )

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

第１四半期までの実質業務純益は1,265百万円、コア業務純益は733百万円となりました。
また、経常利益は1,810百万円、四半期純利益は1,345百万円となりました。
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（2）リスク管理債権の状況
　部分直接償却未実施
【単体】 (単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

破 綻 先 債 権 額 15 △ 6 △ 1 21 16

延 滞 債 権 額 260 △ 37 　 2 297 258

３ヶ月以上延滞債権額 ― 　 ― 　 ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 24 △ 3 　 0 27 24

合　　　　　  計  (Ａ) 299 △ 47 △ 1 346 300

貸出金残高（末残）(Ｂ) 12,761 　 666 △ 85 12,095 12,846

貸出金残高比(Ａ)／(Ｂ) 2.35% △ 0.51% 　 0.01% 2.86% 2.34%

【連結】 (単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

破 綻 先 債 権 額 15 △ 7 △ 2 22 17

延 滞 債 権 額 264 △ 37 　 2 301 262

３ヶ月以上延滞債権額 ― ― ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 24 △ 3 　 0 27 24

合　　　  　　計  (Ｃ) 304 △ 47 　 0 351 304

貸出金残高（末残）(Ｄ) 12,732 　 663 △ 87 12,069 12,819

貸出金残高比(Ｃ)／(Ｄ) 2.39% △ 0.52% 　 0.01% 2.91% 2.38%

（3）金融再生法開示債権
【単体】 (単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 65 △ 9 △ 5 74 70

危 険 債 権 212 △ 36 　 3 248 209

要 管 理 債 権 25 △ 2 　 0 27 25

合 計 (Ｅ) 302 △ 47 △ 1 349 303

正 常 債 権 12,886 　 652 △ 90 12,234 12,976

総 与 信 残 高 (Ｆ ) 13,188 　 605 △ 91 12,583 13,279

総与信残高比(Ｅ)／(Ｆ) 2.29% △ 0.48% 　 0.01% 2.77% 2.28%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

【連結】 (単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 70 △ 9 △ 4 79 74

危 険 債 権 212 △ 36 　 3 248 209

要 管 理 債 権 25 △ 2 　 0 27 25

合 計 (Ｇ) 307 △ 47 △ 1 354 308

正 常 債 権 12,851 　 648 △ 94 12,203 12,945

総 与 信 残 高 (Ｈ ) 13,158 　 601 △ 94 12,557 13,252

総与信残高比(Ｇ)／(Ｈ) 2.33% △ 0.49% 　 0.01% 2.82% 2.32%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末
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（4）自己資本比率（国内基準）【単体】【連結】

（5）時価のある有価証券の評価差額【連結】
(単位：億円)

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末

時 価 　評価差額 時 価 　評価差額 時 価 　評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

234 9 31 4,096 193 14

176 2 3 389 156 3

23 1 10 2,747 16 2

34 5 17 959 20 8

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　  　　　おります。
      ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円)

平成26年６月末 平成25年６月末 平成26年３月末

帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

4 ― ― 50 4 ―

（6）預金等・貸出金の残高【単体】

（7）個人預かり資産の残高【単体】

4 50 3

1472254,320

10

25

360

7

以　　上

3

402

2,870 1822 3,140 0

28 29その他 1,048

50

その他有価証券

満期保有目的の
債券

債　券

817

174株　式

4

4,319 208

160

178

142139

(単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

　 △

　 △

うち消費者ローン 　 　

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。

16,453

12,761

3,965

預 金 等（末 残）

平成26年６月末

貸 出 金（末 残）

平成25年６月末 平成26年３月末

16,606

12,846

3,943

15,977

12,095

3,634

476

666

331

153

85

22

(単位：億円)

平成25年６月末比 平成26年３月末比

　 　

 個人預金 　 　

 投資信託 　 　

 保険 　 　

 公共債 △ △

10,801

個人預かり資産(末残) 13,835

平成26年６月末

103

13,643

10,679

855

2,004

平成25年６月末 平成26年３月末

868

2,064

100

13,414

10,645

818

1,836

114

421

156

50

228

14

192

122

13

60

3

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

9.64 % 9.95 % 9.41 % 9.73 %

984 1,027 965 1,010

10,210 10,330 10,257 10,381

(注)２ 408 413 410 415

単  体 連  結 単  体 連  結

(注) １．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
       　等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示
       　第19号）」に基づき算出しております。
　　 ２．総所要自己資本額は、リスク･アセット等の額に４%を乗じた額であります。

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 の 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額

総 所 要 自 己 資 本 額

平成26年6月末 平成26年3月末
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